
・すきなもの

図書館の

本で調べる

インタビューや

見学をする。
実験・観察

・ふしぎだなぁ
　と思うもの

・知りたいこと

方法はひとつじゃないよ！いろいろな方法で調べ

れば、面白い結果がでることも。

　たとえば…

調べて分かったことを、たくさんの人に教えよう。

こんな風に作るとわかりやすいよ。

・読んでわかりやすい言葉

・絵や図を入れて、伝わりやすくしよう

・自分だけの表げんや、見る人が楽しくなる

　工夫をして、面白い！と思ってもらおう！

・調べた本や新聞、ホームページなどのリスト

　をつけよう。

から、えらぶと決まりやすいよ！

テーマが決まったら、どうやって調べていくか、

計画を立ててみよう。

あとで思い出したり、わすれないようにするためにも、

記録は大切です。調べた結果だけじゃなく、こんなこと

も記録しておこう！

　◎調べた本や見たホームページのこと

　※参考文けんとして、作品に必要です

　・インタビューや見学したとき、

　　 お世話になった人のお名前など

　・行った場所のことと、日付など

インターネットで調べる。



・自分で使うために、著作物をコピー

・調査や研究のため、図書館の本をコピー

・自分の作品をつくるために、他の人の

　著作物を引用する。

※コピーや引用した著作物は、必ず参考文けんと
　して記録しておきましょう。

　いんよう

「引用」って？

　他人の作品の内ようの一部を、自分の作品の

中に、そのまま書き写すこと。

　引用のやり方や参考文けんの書き方は、

「参考文けんと引用について」を見てください。
さんこうぶん

　また著作権は、著作物を自由に使用していい場合についても決めています。　

　自由に使えない場合は、著作者へ使っても良いか、確認する必要があります。

　　自分の気持ちや考えを表げんした本や絵、映像、ホームページ、建物などの

　　作品（著作物）と、それを作った人（著作者）が、持っている権利のことです。
ちょさくぶつ ちょさくしゃ けんり

えいぞう

かくにん

ちょさくけん ちょさくぶつ

ちょさくしゃ
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